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=特別シリーズ:

鰐銅冒くらサイエンスプラン』友情と感激
東芝国際交流財団の活動報告

斉藤亜紀
(公益財団法人東芝国際
交蕊財団プログラム･
オフィサー)

アジアの多様性と共通課題の理解､そして未来の可能性の模索
@プログラム概要

日本とASEANの高校生が日本に1堂に
会し､日本に対するASEAN諸国の学生の関心を高めるとともに､将来のアジアの展望についてともに考える機会を鼓供することを目的とした国際交流プログラム｢To抄hibaYouthCtubAsia｣を12月19日から26日の8日間にわたり実施｡ASEANからは､タイ(0tdJapanesestudentsTAssociatioh.Thailand)､シンガポール(Japane. seUniversityGraduates Association ofSingapore)､インドネシア(PerhimpunanAtumniDaliJepang)'マレーシア(JapanGraduatesTAssociationofMalaysia)Jブルネイ(BluneiAssociationofJapanAlumヮi)の各国元日本国留学生会の協力のもとへ高校生10名(各国2名)とアドバイザー5名が参加した｡また､日本からは高校生7名(鹿渡湘南藤沢高等部3名､早稲田高等学院1名､隠岐島前高校3名)および教貞4名が参加したり

期間中､参加者たちは各国混成の4つのグ

ループ　(T'Y､C､A)　に分かれ'｢TYCAAsianVision2035]　(加年後のアジアの展望)をテーマに､専門家による講義､ワークショップ､フィールドトリップ-グループディスカッションなど数々のプログラムを体験｡7日日には､期間中に.得た知識などをもとに､テーマに基づく成果発表をグループごとに行った｡㊥TYdAでの学び(交流の成果)
TYCAで学んでほしいこととして､①ア

ジアの多様性を理解する､②社会企業家の親･点を学ぶ'③地球温暖化等グローバルな課題を確認する､④科学技衛と社会のイノベーションを体感する'⑤アジアの成長を考える(経済､制度設計面)を掲げ､これら5つの

プログラム 
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企莞家の視点からみた社会的抹魔への取り組みに関する講韓 
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由冶神宮訪問､環境問質と産済の関係について学ぶワークショップ 
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成果発表資料作成 
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学びが得られるよう毎日のプログラムを企画した｡

2日目は'多様性を浬解することを目的と
して(自分の国､自分の街やライフスタイルについて各国ごとに発表を行った｡同じアジア地域に住んでいながら､生活環境'文化､習慣などが全-異なるということを再認鼓し､同時に互いの国への関心が疎まったようだった｡

3日日は'平田仁子氏(特定非営利活動法
人気候ネットワーク理事)より､｢私たちが直面しているグローバルな課霧｣をテーマに､cop21に実際に参加して得た最新情報などを盛-込みながらー気候変動､大気汚染､白紙災害､エネルギ-問題'貧困問題'テロリズムといった課葛についての講義が行われた｡参加者たちは'これらの課題が遠い場所ではな-身近で起こっているのだという認識を新たにしていた｡

4日目は'東芝未来科学館を訪問｡最新の
科学技術の他､冷蔵庫や洗漫機､カラーエアレ
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ビ､扇風概など人々の生活を変えた日本初あるいは世界初の製品(1号槙)を見学した｡参加者たちは､日本の電気.電子茂衛の発展の歴史と､科学栽衛の社会に升するイノベーションについて学んだ｡
Ll)日日は､東京大学を訪問o公叢策大学院生5人(ASEANからの留学生4名､日本人-負)より｢アジアの擾済成長｣をテーマにプレゼンテーションを行ってもらい'その後'ディスカッションを行った｡大学院生らのプレゼンは高校生にはまだ難しい内容のようだったが､ASEANからの留学生として先覚である彼らとの交流は､自分たちの将来を考える良い利敵となった上うであった｡

7日臼の成果報営舎では､4グループごと
に､自分たちが考える20年後のアジアの展望(クvi;;oヲ)について発表した｡各グループが掲げたクSsioJtやは以下の通りで､この-週間で破み上げてきた学びが活かされた内容となっていた｡

Tグループ‥2035年までにアジアの青
年が協力､啓発する事に上って持親可能で安定した社会を作りあげる｡

Yグループ‥アジアの全ての国で平和的な
発展の元'平穏で痔競可能な社会を築く.

Cグループ‥教育による国際的な環境問題

への意帝の向上｡

Aグループ‥環境科挙に好する知識を蔑め
る事で､日本とASEANの経済を加年以内に改車する｡㊥今後の展望

TYCAでは､参加高校生たちに､成果発
表で捷案したサvisionクを英軍するために､自分たちが身近を範由で起こせる行動の括動計画(三か月間)を作成し､美際に活動することを事後錬成として腺している.括劫計画や活物の凍子は､sNsなどで公開して参加者同士で共有できるようにLJ清劫を更に拡大したい場合にはrTYCASoc;atGrarlt｣と
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TYCAを1週間のプログラムという一過性のものではなく､終了後も若者たちの繋がりを稚韓できるよヽつにしている｡

今後もT
YCAを通して､同じアジア地域に住みながら交流する積金が少ない日本とAsEANの高校生たちに､相互理解を汲めながら､異なる文化､価権現'社会閉層などを背景に､アジアの将来の展望について英に議静する横会を与えていきたいと考えている｡


